
2010 年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 2 号） 

   
    所 在 地：鳥取市 

    業  種：建設業 

    労働者数：４７人（平成 22 年 9 月 21 日現在） 

 

 

 

 
認定日：平成 22 年 10 月 13 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
◆行動計画の目標を達成。 

 

◆育児短時間勤務制度の利用を、小学校就学ま

での子を持つ労働者（法定は３歳までの子を

持つ労働者）まで認めている。 

 

◆多様な働き方の実現に向けた取り組みとし

て、所定外労働の削減等を経営トップから指

示している。 

 

◆鳥取県男女共同参画推進企業認定、鳥取市次

世代育成優良企業認定を受け、常に従業員に

対し、男女がともに働きやすい職場作りの取

組みを実施していることを意識づけている。

行動計画期間中の 男性の育児休業等取得状況

育児休業・・・1 名 

行動計画期間中の 女性の育児休業取得率 

   1００% (休業取得者／出産者) 

取組の状況 
 

 

◆計画期間 

平成 20 年 3 月 1日～平成 22 年 2 月 28 日 

（2年間） 

◆目  標 

１．育児短時間勤務制度の利用者 1 人を目指す。

２．男性社員の育児休業の利用者 1 人を目指す。

◆対  策 

社内報・合同朝礼等を利用し、育児短時間勤
務の利用を啓発し、継続雇用を目指すととも
に、男性の育児休業について理解と啓発を促
し、利用しやすい風土作りを目指す。 

行動計画の内容 
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受受賞賞ののココメメンントト 

ワークライフバランスを実施するには、経営者の理

解と意欲が大切です。 

現在は、経営者の理解のもと、コンプライアンスを意

識しつつ当社にあった制度を実施しています。 

今後も、そのスタンスを保ちながら、新たな目標に向

かって、進んでいきたいと思います。 

 

くくる

玄関に掲示されている

“くるみん” 

るみみんんのの活活用用状状況況 

玄関に認定証を掲げています。今後は、当社のホーム

ページ・会社概要・名刺等にも掲示・印刷し、認定企業

であることを対外的にアピールしていきたいと思いま

す。 



2010年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 3号） 

 

  
    所 在 地：鳥取市 

    業  種：医療・福祉業  

    労働者数：５８６人（平成 22年 10月 22日現在） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

◆計画期間 

平成 18年 7月 21日～平成 22年 10月 20日 

（4 年間） 

◆目  標 

１．パート職員の常勤職員登用制度の確立。 

２．短時間正社員制度の整備、導入 

◆対  策 

１．常勤職員と同様の人事考課制度（個人向 

上意欲評価制度）をパート職員にも適用し、 

登用制度のルールを明文化する。 

２．関係規則等の課題検討・整備等を行い、

短時間正社員制度を導入。実際の人事異動

を行う。 

 
 

◆行動計画の目標を達成。 

◆育児短時間勤務制度、育児のために所定外労

働の免除制度の利用を、小学校就学までの子

を持つ労働者（法定は３歳までの子を持つ労

働者）まで認めている。 

◆短時間正社員制度の導入など、職員個々人に

併せた WLBに鑑みた勤務体系を導入。 

◆男性の育児参加促進のため、委員会の運営、

育児参加等についてチラシ、文書により周

知。また配偶者が出産した男性職員等に「育

児参加計画表」の提出を求めるなど、育児参

加を促した。 

◆男女ともに働きやすい職場作りの取組が評

価され、平成 22 年に鳥取県の「第 2 回鳥取

県うれしい職場ささえる大賞」を受賞した。 

取組の状況 

受受賞賞ののココメメンントト  

当法人では、職員が仕事と子育てを両立し、男女ともに働きやすい

環境の整備・積極的な育児参加が可能な職場風土の醸成を推進して参

りました。具体的な取組としまして、職員個々のＷＬＢに合わせた勤

務形態の導入、男性の育児参加促進事業等を実施した結果、女性職員

の育児休業取得率は 100％を達成し、男性職員の育児休業取得者が出

るなど、種々の取組の成果が表れています。 

今後も、現状の取組及び効果に満足することなく、積極的にＷＬＢ

を推進するとともに、明るく豊かな地域社会づくりに貢献いたします。 

くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

名刺に「くるみん」マークを印刷、認定証を外来窓口に掲示、ＨＰ

に「くるみん取得」と達成した行動計画・次期行動計画を掲載し、子

育て支援企業を幅広くＰＲ、周知しています。 

行動計画の内容 

行動計画期間中の 男性の育児休業等取得状況 

育児休業・・・1 名 

行動計画期間中の 女性の育児休業取得率 

112% (休業取得者 100 名／出産者 89 名) 
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外来窓口に掲示されている“くるみん” 

 ○ ○ ○ ○ 

  認定日：平成 22 年 11 月 10 日   



2011 年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 4 号） 

 
   

     所 在 地：鳥取市 
     業  種：教育・学習支援業  
     労働者数：２,５８５人（平成 23 年 4 月 22 日現在） 

 
 認定日：平成 23 年 5 月 20 日  

 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

本学では、子育てをしている教職員も含めて，全ての

教職員が働きやすい職場環境づくりを目指しています。 

 今後も、仕事と私生活の両方を充実させることができ

るよう支援を続け、全ての教職員がその個性と能力を充

分に発揮できる環境づくりを目指し，生き生きとした大

学として社会に貢献して参ります。  

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

ホームページ・求人広告への掲載、名刺への印刷を始

め、医学部附属病院職員募集合同説明会ではポロシャツ

にプリントする等、子育て支援に積極的に取り組んでいる

ことを対外的にアピールしています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆計画期間 

平成 20 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日 

（3年間） 

◆目  標・対  策 

１．育児短時間勤務制度の利用促進。 

２．育児休業取得水準  

女性職員：行動計画間中の資格取得者の

90%以上 

男性職員：第一期(1 名)以上 

３．年次有給休暇等各種休暇・休業制度の利

用促進、休暇制度等の内容の見直し。 

４．業務効率化、能率化、人員の適正配置を

図り、所定外労働の縮減を行う。 

５．次世代育成に関わる職員への人事上及び

業務遂行上の配置を行う。 

 
◆行動計画の目標を達成。 

◆短時間勤務制度の利用促進が図られ、平成 22

年度には前年の 2倍となった。 

◆定時退庁日における定時退庁の徹底など、職

員の意識改革について対策を講じ、所定外労

働の縮減効果が見られた。 

◆年次有給休暇の取得促進のため、夏季年次有

給休暇取得キャンペーンを実施。各部署ごと

に取得計画表を作成し、計画的取得を促し

た。また、年 5日の範囲で時間取得を可能と

した。 

◆出産・育児等に関する制度の周知を図るた

め、ホームページに常時各種休暇制度を掲載

した。 

◆職員が働きやすい職場をつくるために、平成

22 年 4 月に、医学部附属病院に「ワークライ

フバランス支援センター」を設置し、仕事と

家庭の両立の推進に取り組んでいる。 

取組の状況 行動計画の内容 

行動計画期間中の 男性の育児休業等取得状況 

育児休業・・・2 名 

行動計画期間中の 女性の育児休業取得率 

112.8% (休業取得者 176 名／出産者 156 名)

右 鳥取労働局 森田労働局長 

左 国立大学法人鳥取大学  

能勢学長 



2011 年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 5 号） 

 
  
 

    所 在 地：東伯郡 

    業  種：建設業 

    労働者数：１２４人（平成 23 年 6月 16 日現在） 

 

 
 
 
 
 

認定日 平成 23 年 6 月 28 日  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 
 
 
 
                       
 

 
 
 
 
                                              
                 

 

 

◆計画期間 

平成 21 年 3 月 1日～平成 23 年 3 月 1日 

（2年間） 

◆目  標 

１．妊娠中の女性社員の母性健康管理につい

てのパンフレットを作成して社員に配布

し、制度の周知を図る。 

２．育児休業後に社員が復職しやすくするた

め、育児休業中の社員に資料送付等によ

り情報提供を行う制度を導入し実施す

る。 

◆対  策 

社員への意識調査、育児休業取得者への

聞き取り調査を実施、調査内容を検討し、

イントラネット・広報誌などによる社員

への周知を行う。 

 
 

◆行動計画の目標を達成。 

 

◆所定外労働をさせない制度・育児短時間勤務

制度の利用を、小学校就学までの子を持つ労

働者（法定は３歳までの子を持つ労働者）ま

で認めている。 

◆ワークライフバランスの取れた職場環境を

目指し、業務の計画的処理と効率化の意識改

革を図るよう経営トップから指示している。

◆多様な働き方の実現に向けた取り組みとし

て、所定外労働の削減を促している。 

◆年次有給休暇の計画的取得促進について、管

理監督者の配慮義務とした。 

◆「仕事と家庭の両立支援便り」を作成し、イ

ントラネットの回覧板機能を利用し、全社員

へ配信している。 

行動計画の内容 取組の状況 

行動計画期間中の 男性の育児休業等取得状況 

育児休業・・・2 名 

行動計画期間中の 女性の育児休業取得率 

200% (休業取得者／出産者)

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

  WWLLBB のの推推進進はは時時代代のの要要請請でであありり、、そそのの要要請請にに応応ええるる事事はは企企業業のの社社会会
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的責責任任（（CCSSRR））でであありり、、弊弊社社のの経経営営理理念念にに掲掲げげるる「「社社員員のの幸幸をを願願うう」」にに叶叶

ううももののとと考考ええてていいまますす。。今今後後もも企企業業活活力力のの源源ででああるる社社員員一一人人ひひととりりがが安安

心心ししてて働働くく事事ががででききるる職職場場環環境境のの整整備備にに取取りり組組んんででいいききたたいいとと思思いいまま

すす。。  

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

 玄関に認定証を掲げ、来ていただいたお客様に認定企業である事

をアピールしています。そして、認定マークを毎月発行している IG

通信に添付したり、子育て支援住宅を取り扱う営業所にも掲示し、

会社が一丸となって「子育て支援をしていることをアピールし、営

業展開にも役立てたいと考えています。 

広報紙に表示されている“くるみん”



2012 年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 6 号） 

  
 

所 在 地：鳥取市  
業  種：教育・学習支援業 
労働者数：53人（平成 24年 8月 30日現在） 

☆☆女女性性のの短短時時間間勤勤務務利利用用者者ののココメメンントト  

  入入社社がが決決ままっったた時時点点でで、、11 歳歳とと 33 歳歳のの子子どどももががあありり、、入入社社当当初初かからら短短時時間間勤勤務務ををささせせてて頂頂いいてていいまますす。。母母親親がが働働ききななががらら

子子育育ててををすするるここととはは、、ややははりり大大変変ででははあありりまますすがが、、ここのの制制度度をを利利用用すするるここととでで、、時時間間にに余余裕裕ががででききるるだだけけででははななくく、、精精神神的的

ににももゆゆととりりををももっってて子子どどももたたちちにに接接すするるここととががででききるるとと思思いいまますす。。小小ささいい子子どどももががいいるるここととをを承承知知ののううええでで、、雇雇っってて頂頂けけたた

だだけけででははななくく、、ここのの制制度度をを利利用用ささせせてて頂頂けけるるここととにに、、ととててもも感感謝謝ししてていいまますす。。  

  ここののよよううなな子子育育ててにに関関すするる制制度度はは、、会会社社とと職職場場のの皆皆ささんんのの理理解解とと協協力力ががああっっててここそそ成成りり立立つつももののでですす。。感感謝謝のの気気持持ちちをを忘忘

れれずず、、ここれれかかららもも業業務務にに当当たたりりたたいいとと思思いいまますす。。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

◆ 行動計画の目標を達成。 

◆ 時差出勤制度(小学校就学までの子を持つ労働

者対象)の導入。 

◆ ノー残業デーの実施。 

◆育児短時間勤務制度の周知を徹底し、2名短時間

勤務制度を利用中。 

取組の状況 

☆☆男男性性のの育育児児休休業業取取得得者者ののココメメンントト  

  私私がが育育児児休休業業をを取取得得ししよよううとと考考ええたたののはは、、双双子子のの誕誕生生でで妻妻にに

はは相相当当負負担担ががかかかかるるだだろろううとといいうう思思いいかかららででししたた。。当当初初はは職職場場

ににもも迷迷惑惑ががかかかかるるののででははとと取取得得はは考考ええてていいななかかっったたののでですすがが、、

会会社社((職職場場))のの理理解解ももあありり取取得得すするるここととをを決決断断ししままししたた。。  

  二二人人のの育育児児はは想想像像以以上上にに大大変変ででししたた。。ででもも““つつららいいととかか苦苦しし

いい””とと思思っったたここととはは一一度度ももあありりまませせんんででししたた。。ななぜぜなならら妻妻とと二二

人人三三脚脚でで、、日日々々成成長長ししてていいくく子子どどももととのの、、楽楽ししくく有有意意義義なな時時間間

をを一一緒緒にに過過ごごししててききたたかかららでですす。。本本当当にに貴貴重重なな体体験験ででししたた。。  

  職職場場もも忙忙ししいい仕仕事事のの中中、、快快くく育育児児休休業業をを認認めめててくくれれたた会会社社、、

職職場場のの上上司司やや同同僚僚のの協協力力ななくくししててはは取取得得ででききななかかっったたとと思思いい

まますす。。本本当当にに心心よよりり感感謝謝ししてておおりりまますす。。  

 
 
◆計画期間 

平成 22年 7月 1日～平成 24年 6月 30日 

（2年間） 

◆目  標 

1.計画期間内の育児休業取得率を次の水準以

上にする。 

 

 

 

2.3歳までの子を持つ社員が、希望する場合に

利用できる短時間勤務制度を促進する。 

◆対  策 

育児休業制度や育児短時間勤務制度等の内

容について、全社員に回覧するなど周知徹底

を図る。 

男性社員…計画期間内に１人以上取得する。 

女性社員…取得率を 80%以上にする。 

行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業等取得状況 

育児休業・・・１名(約 9ヶ月取得) 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

１００% (休業取得者／出産者)

認定日 平成 24年 9月 18日 

☆くるみんの活用状況 

正面入り口に“くるみん”マークを掲げ、名刺、名札、

パンフレットにも印刷しています。また、ホームページ

にも掲載しています。子育て支援に積極的に取り組んで

いる企業として、幅広く PRしていきます。 



2012年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 7 号） 

 

  
 

所 在 地：東伯郡  

業  種：建設業 

労働者数：75人（平成 24年 11月 6日現在） 
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◆ 行動計画の目標を達成。 

◆ 育児短時間勤務制度、所定外労働をさせな

い制度の利用を、小学校就学までの子を持

つ労働者（法定は３歳までの子を持つ労働

者）まで拡大。 

◆ 毎月 2日間のノー残業デーの実施。 

◆ 子どもの出生時の父親の有給特別休暇取得者

10名。 

◆多様な働き方の実現に向けた取り組みとし

て、男性の育児参加についての管理職研修や

労働者へのワーク・ライフ・バランス研修を

行った。 

取組の状況 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

少子高齢化社会・核家族化という世の中の流れの中で、次世代を担う子供

たちの育成と性別を問わず活躍できる職場環境の整備及び個々人の充実

した生活を実現できるように、当社の各種制度改善等を一歩ずつ進めてい

ます。 これからもそれぞれのライフステージに応じた環境整備が少しず

つでもできるように、社員のニーズを聴き取りながら、当社のペースで取

組を推進し、社員が仕事を通じて社会に貢献できるよう努めて参ります。 

☆☆子子のの看看護護休休暇暇取取得得者者（（男男性性））ののココメメンントト  

私には４人の子供がいます。長男が入院中で母親が付き添いをしていて家

にいなかった時期に、次女が激しい喘息を発症し、私以外病院に連れて行

ったり、看病できる者が居なかったので、子の看護休暇制度を２回利用で

きて、大変助かりました。このような制度があることで、休暇申請に対し

て職場での理解を得やすく、協力して頂き大変嬉しかったです。 

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

本社・支社の玄関掲示スペースに“くるみん”認定マークを掲げ、ご来客

の皆様にアピールしています。また、封筒・ホームページ・広報誌・広告・

企業紹介情報媒体等へ順次掲載し、子育て支援に積極的に取り組んでいる

ことをアピールしていきます。 

 

  

 

 

◆計画期間 

平成 21年 7月 1日～平成 24年 6月 30日 

（3年間） 

◆目  標 

1.子どもの出生時に父親の有給特別休暇取得

を 1名以上とする。 

2.平成 22 年 4 月までに、育児・介護のために

必要な費用の貸付制度を導入する。 

3.平成 22 年 3 月までに、家族の誕生日や記念

日に有給休暇を取得するアニバーサリー制

度を導入する。 

4.延べ 10 ヵ所以上の現場事務所に、子どもが

緊急避難や救助を求めて駆け込める場所と

しての表示「こども SOS」看板を設置する。 

◆対  策◆ 

 社員へのアンケート調査、検討を行い、情報提

供や説明を行うなど取得しやすい環境を整え

る。 

 

 

 

 

   

 

行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業等取得状況 

子の看護休暇・・・１名 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

１００% (休業取得者／出産者) 

認定日 平成 24年 11 月 26 日 

 
 

 

玄関に掲示されている“くるみん” 



 

 

所 在 地：倉吉市 

業 種：卸売業・小売業 

労働者数：758人（平成 26年 4月 10日現在） 

 
 

◆行動計画の目標を達成。 

◆計画期間内に、独自に作成した資料を用いて研

修等を実施し、所定外労働削減について周知・

徹底した結果、所定外労働削減を達成した。 

◆育児のための所定外労働の免除制度の利用を、

小学校就学前の子（法定は 3 歳までの子）を持

つ労働者まで拡充した。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
◆計画期間 

平成 24年 3月１日～平成 26年 2月 28日 

（2年間） 

◆目  標 

1.育児休業の取得率を次の水準以上にする。 

(男性社員)計画期間中に 1 名以上取得を実

現する。 

(女性社員)取得率を 80％以上にする。 

2.所定外労働を削減する。 

◆対  策 

1.育児休業制度や運用について資料配布、周知

を行い、管理職への研修を実施した。 

半期における取得率の調査、および取得率目

標値達成に向けた問題点・課題を抽出し、対

策を検討した。 

2.所定外労働の発生状況、作業人員数および業

務の段取りの把握を通じ、業務の必要性を判

断するとともに、業務内容（仕組み）・要員

数設定に問題を見出した場合は、速やかに改

善対処した。 

取得の状況 行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業等取得状況 

育児休業・・・1 名 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

87%（休業取得者 13 名/出産者 15 名） 

2014年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 10号） 

 

認定日：平成 26年 5月 28日 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

当社は、ワークライフバランスの推進を計る

為、各種研修会等を通じて育児休業制度や運用を

図る他、育児休暇等の制度活用がしやすい環境づ

くりを目指し、労働組合とも労使協調を以て推進

してまいりました。 

 「企業は人なり」の言葉通り、今後も社員一人

ひとりが働きやすい職場環境、制度整備を、今後

も引き続き推進してまいります。 
 

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

本社正面入口付近に、認定証を掲げておりま

す。 

 またホームページ等にも掲載し、認定企業であ

る事を対外的にアピールしております。 
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本社正面入口付近に掲げ

られている“くるみん” 



 

 

所 在 地：米子市 

業 種：製造業 

労働者数：300人 

 
 

◆行動計画の目標を達成。 

◆年次有給休暇の取得促進キャンペーンにより、各部

署における年次有給休暇取得計画の策定、定期的な

取得状況の確認、取得推進のフォローを行い、過重

労働の改善と従業員の健康維持・改善等を図った。 

◆小学校卒業前までの子（法定は 3歳までの子）を持

つ労働者を対象とした育児のための所定外労働の

免除制度、及び育児短時間勤務制度を整備。 

◆小学校卒業前までの子を持つ労働者を対象とした

フレックスタイム制度、育児のための時間外労働及

び深夜業の制限制度を整備。 

◆定期的な定時退社日の設定、所定外労働削減強化月

間の実施により、「計画業務終了後は速やかに退社

する職場風土」作りに取組んでいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
◆計画期間 

平成 23年 4月１日～平成 26年 3月 31日 

（3年間） 

◆目  標 

1.育児休職制度の従業員への周知・啓発活動を

行い、男性従業員も含めた一層の取得を推進

する。 

(男性社員)計画期間中に1人以上取得すること。 

(女性社員)取得率を 90％以上にすること。 

2．働き方の見直しにつながる環境を整備する。 

・年次有給休暇の取得推進キャンペーンに

よる取得促進 

◆対  策 

1.育児休業取得率向上のため、計画期間早期か

ら、短期間の育児休業取得も可能であること

を通達によりアピールし、育児休業制度等の

概要や社外の支援制度等をまとめた『両立支

援ガイドブック』の作成・周知に取組んだ。 

2.年次有給休暇について、計画期間早期から、

取得状況について実態を把握し、取得推進キ

ャンペーンを実施した。 

取得の状況 行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業等取得状況 

育児休業・・・2 名(休業期間はそれぞれ 15 日間、5 日間) 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

100%（休業取得者/出産者） 

2014年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 11号） 

 

認定日：平成 26年 7月 22日 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

当社では、次世代育成支援を推進するため、育児休

職を取得した場合、最初の日から１０日間までを有給

としました。これは、育児休職者の経済的支援を行う

とともに、男性社員にも育児休職を取得しやすい会社

風土とするために新設したものです。これにより、男

性社員で育児休職を取得する者が出たり、また、計画

的に利用いただけるなど、様々な取り組みの成果が出

ています。 

今後も、仕事と出産・育児の両立支援において、様々

な状況に応じて最適な選択をし、ワーク＆ライフ面と

もにステップアップできるような施策を推進して参

りたいと思います。 

☆☆男男性性のの育育児児休休業業取取得得者者ののココメメンントト  

会社の子育て支援環境のおかげで育児休業を取得

しました。子供とじっくり過ごし、今しかない日々の

成長に触れ、育児の喜びと大変さを実感しました。家

族と過ごす時間の大切さを改めて考える貴重な経験

となりました。  

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

正面玄関の受け付けに“くるみん”マークを揚げ、

名刺、パンフレットに印刷し、活用しています。今後

も、いろいろな形で認定企業であることをアピールし

ていきたいと思います。 

右
か
ら
順
に 

鳥
取
労
働
局 

河
野
局
長 

シ
ャ
ー
プ
米
子
㈱ 

 

堀
田
取
締
役
総
務
部
長 

 

正面玄関に掲示され

ている“くるみん” 

名刺にも印刷!!! 



2015年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 12 号） 

 

  
 

    所 在 地：鳥取市 

    業  種：金融業 

    労働者数：９４４人（平成 27年 3月 6日現在） 

 

 

 

 

 

 
     
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 

     
 
 
                     
 
 
 
 
 

                                              

 

 

◆計画期間 

平成 23年 4月 1日～平成 27年 1月 31日 

（3年 10ヵ月間） 

◆目  標 

１．子育てと家庭の両立を支援するための雇

用環境の整備を行う。 

２．働き方の見直しに資する多様な労働環境

の整備を行う。 

◆対  策 

１．育児休業取得者・就業前の子を育てる労 

  働者への支援を充実 

・諸制度を踏まえた対象者からの要望把握 

・既存諸制度の周知・徹底と必要に応じた

措置の検討 

２．所定時間外労働の削減のための措置 

・時間管理の徹底 

・各種会議での周知・啓発、監督者・管理

者への研修 

 
 

◆労働者の申出により、育児休業期間の一部(５営

業日)を有給化。 

◆育児休業からの復帰研修参加促進。 

◆育児休業復帰者が希望する保育所などに子を預

けることができない場合に、一部保育料を補助。 

◆経営トップによる「時間外勤務削減宣言！」の表

明。考え方、目指す姿、今後の取組内容を踏まえ

た行内文書等を継続的に発信。 

◆各店舗の退行時間を管理・評価するシステムの構

築。各店舗の平均退行時間を全労働者が閲覧可能

な掲示板に掲載し、各店舗の評価に反映。 

◆小学校就学前の子(法定は3歳までの子)を持つ労

働者を対象とした育児のための所定外労働の免

除制度を整備。 

◆年次有給休暇の取得促進のための措置として、計

画年休の付与日数を年間２日から４日へ拡充。 

◆原則毎週水曜日の定時退行日を設定し、周知徹

底。 

取組の状況 行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業等取得状況 

育児休業・・・１名 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

１１６% (休業取得者／出産者) 

認定日 平成 27 年 3 月 3 日 
 

 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

当行は従業員が仕事と家庭の両立を図りながら働いていけるよう雇

用環境の整備に積極的に取り組んできています。そのなかで、女性が

より活躍できる環境を整備するため“女性活躍プロジェクト”を立ち

上げ、女性ならではの視点からさまざまな提言を受け、その結果とし

て育児支援策の導入にも至りました。今後とも、幅広い世代の働く従

業員のニーズを把握しながら、従業員全員がより安心して働いていけ

る環境整備に積極的に取り組んで参ります。  

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

本店本部応接室に“くるみん認定証”を掲示し、来行いただいた皆様

に広く報知させていただいております。「子育て支援に積極的に取り

組んでいること」を周知するとともに、本認定証の掲示と同じ場所に、

均等両立推進企業表彰の盾も掲示することで「均等両立支援にも積極

的に取り組んでいること」も周知させていただいております。 
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本店本部応接室に掲げられ

ている“くるみん認定証” 

 

 

 



2015年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 13 号） 

 

  
 

    所 在 地：米子市 

    業  種：卸売業，小売業 

    労働者数：１６０人（平成 27年 6月 19日現在） 

 

 

 

 

 

左から順に 

山陰スバル㈱ 安達取締役営業支援部長 

鳥取労働局  河野局長 

 
       
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             
     
 
                     
               

 

 

◆計画期間 

平成 23年 4月 1日～平成 27年 3月 31日 

（4年間） 

◆目  標 

計画期間内に、育児休業等の取得率等を次の

水準以上にする。 

 

男性社員…育児休業、看護休暇、所定労働時

間の短縮制度のいずれかを１人以

上取得すること 

女性社員…取得率を８０％以上にすること 

 

◆対  策 

・男性も育児休業等を取得できることを周知 

するため、管理職を対象とした研修の実施  

・育児休業等の取得希望者を対象とした講習

会の実施 

 

◆行動計画の目標を達成。 

◆小学校就学前までの子（法定は３歳までの子）を

持つ労働者を対象とした育児短時間勤務制度を整

備している。 

◆所定時間外労働の削減のための措置として、毎週

火曜日のノー残業デーを実施。 

 

取組の状況 行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業等取得状況 

看護休暇・・・３名 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

１００% (休業取得者／出産者) 

認定日 平成 27 年 8 月 13 日 
 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

当社では社員が仕事と生活の両立が出来るバランスの整った働き

方の取組みをしています。またこうした取組みが社員のモチベーショ

ンや能力アップに繋がると考えています。ノー残業デーの実施や子育

て世代のために小学校就学前までの子を持つ社員を対象とした法定

以上の育児短時間制度を整備し、働きやすい職場環境を目指していま

す。行動計画の目標を設定しても全員が知らなければ意味がありませ

ん。まずは全員に育児休業や子の看護休暇、短時間勤務制度があるこ

とを知ってもらうため店長会議の中で研修を実施し、女性社員だけで

なく男性社員も取得出来る制度であることを店舗のミーティング時

に説明をしてもらいました。また、各種制度を利用しやすいように紙

の申請書を上司に提出するのではなく、ＷＥＢ上で申請・承認が出来

る仕組みにすることで申請から最終承認までが非常にスピーディー

に行えるよう工夫しました。今後も社員のニーズを尊重しながら職場

環境の整備に取組んで参ります。 

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

 本社応接室に“くるみん認定書”を掲示し、またホームページや採

用パンフレットなど会社案内へ“くるみん”マークを掲載して、ご来

客の皆様や広く社外の方へ安心して働くことが出来る会社「子育てサ

ポート企業」として積極的にアピールしております。 

 採用活動において、将来の仕事と子育ての両立に不安を抱えている

学生（特に女子学生）に認定企業であることをＰＲしていく予定です。 



2015年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 14 号） 

 

  
 

    所 在 地：東伯郡 

    業  種：建設業 

    労働者数：１２６人（平成 27年 7月 9日現在） 

 

 

 

 

 

左から順に 

㈱井木組  井木代表取締役 

鳥取労働局 河野局長 

 
      
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
                
 
 
 
 
 
 

 

 

◆計画期間 

平成 23年 4月 1日～平成 27年 3月 31日 

（4年間） 

◆目  標 

１．男性の育児参加応援のため、出産及び子育

てに関する各種休暇制度について周知を図

り、男性社員の育児参加への意識を高める。 

   ・父親の育児休業の促進 

   ・子の看護休暇の取得促進 

２．年次有給休暇の取得率を５０％以上とする。 

◆対  策 

１．現状の取得状況を調査。 

制度に関する資料、周知用パンフレット作

成。 

イントラネット・広報誌などによる社員へ

の周知。 

２．年次有給休暇取得率の現状を調査。 

 計画的な取得に向けて管理職研修の実施。 

 取得状況を取りまとめ、連続した休暇の 

取得促進を働きかける。 

 

 
◆行動計画の目標を達成。 

◆男性の育児参加応援に社内の協力を求める「仕事

と家庭の両立支援便り」を作成し、イントラネッ

トを利用し、全社員へ配信している。 

◆年次有給休暇の取得率が５０．２％となった。 

◆小学校就学前までの子（法定は３歳までの子）を

持つ労働者を対象とした育児のための所定外労

働の免除制度、育児短時間勤務制度を整備してい

る。 

◆ワークライフバランスの取れた職場環境を目指

し、過重労働にならないように配慮するなど、業

務の計画的処理と効率化の意識改革を図るよう

経営トップから指示している。 

取組の状況 行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業等取得状況 

看護休暇・・・５名 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

１００% (休業取得者／出産者) 

認定日 平成 27 年 8 月 13 日 
 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

社員が十分に能力を発揮でき、仕事と家庭を両立して働き

続けられる職場環境の整備は、優秀な人材を確保しこれまで

以上の経営効果をもたらすと考えています。今回で２度目の

「くるみん」の受賞となりますが、今後は所定外労働の削減

や年次休暇の取得促進等、今まで以上にＷＬＢの推進に関す

る取組を行い、従業員一人ひとりがさらに活躍できる職場環

境の整備に取り組んでまいります。  

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

本社玄関に「認定証」の掲示や、社外報の「ＩＧ通信」に

添付し、認定企業であることをアピールしています。ハロー

ワークの求人票への添付や、新卒採用情報誌の企業紹介欄に

も掲載し、働きやすい職場環境を整備している企業である事

をアピールし、人材の確保にも役立てたいと考えています。 

 



2015年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 15 号） 

 

  
 

    所 在 地：東伯郡 

    業  種：建設業 

    労働者数：７４人（平成 27年 7月 9日現在） 
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◆計画期間 

平成 24年 7月 1日～平成 27年 6月 30日 

（3年間） 

◆目  標 

１．計画期間内に、子どもの出生時の父親の有給特別

休暇取得を１名以上とする。  

２．育児休業期間中の代替要員の確保や業務内容、業

務体制の見直しをする。 

３．ノー残業デー制度を策定するとともに、各自の社

内アニバーサリー制度の活用を周知する。 

４．計画期間内に、子どもが参加できる地域活動に積

極的参加を案内する。 

５．トライアル雇用等を通じた雇い入れを推進する。  

◆対  策 

１．管理職・全社員へ情報提供・周知徹底し、取得し

やすい環境を整える。 

２．育児休業者の要望聴取と担当業務内容の最適化を

するためのルール作りを検討。 

  社員への説明、受付相談窓口の周知徹底。 

３．ノー残業デー制度の内容を検討。管理職・社員へ

の説明。 

４．参加可能行事の情報収集。管理職・職員への説明。 

５．求人をする場合、求人職種がトライアル雇用可能

な職種の場合は、条件に設定し募集する。 

 
◆行動計画の目標を達成。 

◆子ども出生時の父親の有給特別休暇を３名が取

得した。 

◆現場単位でのノー残業デーの実施を徹底。 

◆毎月の全体会議でアニバーサリー制度の説明と

取得の呼びかけを行った。 

◆毎年琴浦町が主催するボランティアに、社員の

家族全員参加を呼び掛け、数組参加した。 

◆ハローワークの求人条件にトライアル雇用を設

定した。 

◆小学校就学前までの子（法定は３歳までの子）

を持つ労働者を対象とした育児のための所定外

労働の免除制度、育児短時間勤務制度を整備し

ている。 

取組の状況 行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業等取得状況 

看護休暇・・・３名 

行動計画期間開始３年前から当該行動計画期間

末日までの女性の育児休業取得率 

１００% (休業取得者／出産者) 

認定日 平成 27 年 8 月 13 日 
 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

目標を達成する上で苦労したことは、育児休業を取り易

い職場環境の構築と社員一人一人の意識改革です。行動計

画が浸透するまでには時間がかかりましたが、今では育児

休業や出産時の有給特別休暇を取得しやすい社内環境が整

いました。先ずは具体的な行動計画を定め取り組んでみる

ことの大切さを実感しています。 

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

本社玄関に認定証を掲示するとともに、会社のホームペ

ージに掲載し、とっとり産業・企業紹介フェア等の企業説

明資料に掲載して、入社希望者に「子育てしやすい企業」

をアピールしています。そして、仕事と家庭の時間のメリ

ハリをつけることで、仕事効率のアップを図っています。 

 



2015年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 16 号） 

 

  
 

    所 在 地：鳥取市 

    業  種：医療，福祉業 

    労働者数：５７７人（平成 27年 7月 27日現在） 

 

 

 

 

 

左から順に 

社会医療法人明和会医療福祉センター 岩永常務理事 

鳥取労働局  河野局長 

 
     
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

 

 

◆計画期間 

平成 22年 10 月 21日～平成 27年 3月 31日 

（約 4年 5ヶ月間） 

◆目  標 

計画期間内に、１名以上の男性職員による育

児休業取得を目指す。 

◆対  策 

・育児支援に関するポスター掲示、新入職員 

へのチラシ配布等、種々の周知活動を実施。 

・中堅職員、管理職員を対象とした年１回 

（管理職研修は２年に１回）の研修時に、 

人事担当者・総務課より育児支援制度等を 

説明し、男性における育児参加の重要性 

を周知。 

 

 
◆行動計画の目標を達成。 
◆小学校就学前までの子（法定は３歳までの子）を

持つ労働者を対象とした育児のための所定外労働

の免除制度、育児短時間勤務制度を整備している。 

◆短時間正社員制度の導入など、職員個々人に併せ

たワークライフバランスに鑑みた勤務体系を導入

している。 

 

取組の状況 行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業等取得状況 

育児休業・・・３名（延べ４回） 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

１１６% (休業取得者／出産者) 

認定日 平成 27 年 8 月 13 日 
 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

当法人は、第３期の行動計画を策定し、「計画期間内に、更に１名以

上の男性職員による育児休業取得を目指す」を目標にして、様々な取組

みを行ってまいりました。 

くるみん認定基準であり、認定に際して最もハードルが高く達成が困

難と思われる「男性職員による育児休業取得」を目標に設定したことは、

当法人が従前より強力に推進し、整備・拡充を行ってきたワーク・ライ

フ・バランス制度の根幹であり、今後継続して取組みを行わなければな

らない課題と認識してのことでした。 

取組みの結果、計画期間内に３名（延べ４回）の男性職員による育児

休業取得者が出て、目標を達成することができました。 

今後も、男女ともに「仕事と家庭の両立」が実現できるよう、更なる

環境整備や職場風土の醸成に取組み、明るく豊かな地域社会づくりに貢

献いたします。  

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

【名刺】名刺に「くるみん」マークを掲載し、子育て支援企業を対外

的にＰＲしている。 【認定証】授与された認定証を窓口に掲示し、来

院されるお客様に対し幅広く周知している。 【封筒】法人の定型内、

定型外の封筒に「くるみん」マークを掲載し、子育て支援企業を対外的

にＰＲしている。 【対外用ホームページ】対外用ホームページに、「く

るみん」取得と、達成した「一般事業主行動計画」及び、次期の「一般

事業主行動計画」を公表。 

 

 



2015年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 17 号） 

 

  
 

    所 在 地：鳥取市 

    業  種：卸売業，小売業 

    労働者数：２２３人（平成 27年 7月 31日現在） 

 

 

 

 

 

左から順に 

日ノ丸産業㈱ 森下代表取締役社長 

鳥取労働局  河野局長 

 
       
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

◆計画期間 

平成 23年 4月 1日～平成 27年 3月 31日 

（4年間） 

◆目  標 

１．妊娠・出産に関する制度や、両立支援制

度について全社員に周知を図る。  

２．小学校就学前の子を養育する社員に対す

る育児のための短時間勤務制度につい

て、全社員に周知する。 

３．年次有給休暇の取得促進のための措置を

講ずる。 

 

◆対  策 

１．全社員に制度を文書にて周知。 

２．リフレッシュ休暇として長期休暇取得計

画作成・導入。 

 
 

◆行動計画の目標を達成。 

◆小学校就学前までの子（法定は３歳までの子）を

持つ労働者を対象とした育児短時間勤務制度を整

備している。 

◆年次有給休暇のさらなる利用促進を図る「リフレ

ッシュ休暇」として、長期休暇取得計画を導入し

た。 

 

取組の状況 行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業等取得状況 

育児休業・・・１名 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

１００% (休業取得者／出産者) 

認定日 平成 27 年 8 月 13 日 
 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

当社では、育児に関する制度を充実させ職場環境整備を進めること

で、健やかな職場風土の構築を目指しています。 

今回の取組で制度周知に力を入れた結果、以前に比べ職員から制度

に関する要望や相談が上がるようになりました。短時間勤務制度や子

の看護休暇など利用者数は増加しており、子の出産立会で年次有給休

暇を取得する男性従業員も数名現れています。また、年次有給休暇、

子の看護休暇、介護休暇を１時間単位で取得できるよう制度改定し職

場環境づくりも行って参りました。今後も女性への育児支援はもちろ

ん男性の育児参加を促せるよう、職員のニーズを汲み取りながら、よ

り実用的な制度の整備に努めて参ります。  

☆☆男男性性のの育育児児休休業業取取得得者者ののココメメンントト  

育児休業の取得にあたり上司に相談したところ、快く承諾していた

だき感謝しています。二度と来ない子供との大切な時間を過ごすこと

ができ、取得して本当に良かったと感じています。  

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

本社応接室への認定証の掲示、名刺への印刷を行い対外的に子育て

支援企業であることをアピールしています。また、採用活動時の企業

アピール材料としても役立てていく予定です。 



2015年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 18 号） 

 
  
 

    所 在 地：米子市 

    業  種：教育，学習支援業 

    労働者数：５３人（平成 27年 10月 31日現在） 

 

 

 

 

 

左から順に 

㈻米子自動車学校 柳谷理事長 

鳥取労働局  河野局長 

 
       
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             
     
 
                     

 

 

◆計画期間 

平成 24年 7月 1日～平成 27年 9月 30日 

（3年 3ヶ月間） 

◆目  標 

１．妊娠中や出産後の女性職員の健康の確保と、

女性、男性ともに育児休業を取りやすい体

制を構築するために、育児休業等に係る相

談窓口を設置する。 

２．子育てを行う職員の所定外労働の免除措置

を拡大する。 

３．子育てを行う職員に、経費的な支援策を導

入する。 

 

 

◆行動計画の目標を達成。 

◆育児休業等相談窓口を男性１名から男女併せて

３名に変更。 

◆小学校就学前までの子（法定は３歳までの子）

を持つ労働者を対象とした育児のための所定外

労働の免除制度、育児短時間勤務制度を整備。 

◆退職金の算定において、育児休業の期間は勤務

したものとして勤続月数を計算するものとして

改正。介護短時間勤務についても同様。 

◆看護休暇を有給とするように就業規則を改正。 

◆所定外労働の削減のための措置として、毎月第

１土曜営業日（休日のときは第２土曜日）のノ

ー残業デーを実施。 

◆お客様のための事業所内保育施設を、３歳未満

の子供を持ち希望する職員が利用できる保育所

として設置規定を見直し、運営委員会を設置し

て職員の利用促進を図り、働きながら勤務しや

すい条件を整えた。 

取組の状況 行動計画の内容 

計画期間の開始前の３年以内の男性の育児休業等取得状況 

育児休業・・・１名 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

１００% (休業取得者／出産者) 

認定日 平成 27 年 12 月 24 日 
 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

 当校では、職員にできるだけ長く働いてもらい、能力を発揮し

てもらうために、働きやすい職場環境の整備を目指して、仕事と

子育ての両立支援に取り組んできました。 

 新たな制度として小学校就学前までの子を持つ労働者を対象

とした育児短時間勤務制度などを導入し、職員の利用促進を図っ

ております。 

 このたびの認定をはずみに、今後も、WLB を推進して、仕事

と私生活の充実を支援していきたいと思います。 

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

 名刺、企業パンフレットに「くるみん」マークを印刷して、認

定企業であることを PR していこうと思っております。また、認

定証をロビーに掲示し、子育て支援企業である事を幅広く周知し

ています。 



2016年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 19 号） 

 

  
 

    所 在 地：鳥取市 

    業  種：生活関連サービス業，娯楽業 

    労働者数：２０５人（平成 28年 1月 8日現在） 

 

 

 

 

 

左から順に 

(一財) 鳥取県観光事業団 衣笠理事長 

鳥取労働局 河野局長 

 
       
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             
     
 
                     
               
 
 

 

 

◆計画期間 

平成 23年 1月 1日～平成 27年 12月 31日 

（5 年間） 

◆目  標 

１．所定外労働を削減するため、事業所ごとに

ノー残業デーを設定、実施する。  

２．有給休暇の取得促進のため、子どもの学校

行事等のための有給休暇の取得を促進す

る。 

３．若者のインターンシップの受入れを行い、

就業体験の機会を提供する。 

◆対  策 

１．所定外労働の現状を把握、ノー残業デー制

度の内容を検討。メール・チラシの掲示に

よる職員への周知。 

２．メール・チラシの掲示による職員への周知。 

３．インターンシップの受入れ体制について検

討。関係行政機関、学校との連携、職員へ

の取組周知。 

 

◆行動計画の目標を達成。 

◆事業所ごとに週１日のノー残業デーを設定し、周

知チラシを掲示する等により職員に呼びかけを

行っている。 

◆年次有給休暇の計画的付与制度を導入し、学校行

事等に合わせた有給休暇取得を推進している。 

◆地元地域の大学生、高校生等の就業体験を受け入

れている。 

◆小学校就学前までの子（法定は３歳までの子）を

持つ労働者を対象とした育児のための所定外労

働の免除制度を整備。 

 

取組の状況 行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業等取得状況 

看護休暇・・・１名 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

１００% (休業取得者／出産者) 

認定日 平成 28 年 2 月 3 日 
 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

 当事業団では、職場である観光施設に足を運んでいただいたお

客様に満足していただくためには、職員１人１人がいきいきと働き、

心のこもった接客ができることが欠かせないと考えています。その

ためにもワークライフバランスを推進し、誰もが働きやすく輝ける

職場を目指しています。今後も育児休業等の子育てのしやすい環境

に繋がる諸制度の周知や、利用状況、改善状況等を検証していくほ

か、達成した目標にも引き続き取り組み、よりいっそうの職場環境

の充実を目指していきます。 

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

認定証を事務局本部に掲示するほか、ホームページにくるみん取

得を達成したことと、実施中の行動計画を掲載しています。今後も、

各施設への掲示等を行い、子育て支援企業である事を広くアピール

していく予定です。  

 



2016年“くるみん”認定企業のご紹介（鳥取労働局第 20号） 

 

  
 

    所 在 地：米子市 

    業  種：自動車部品卸売業 

    労働者数：３５人（平成 28年３月１日現在） 

 

 

 

 

 

 
       
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             
     

 
認定通知書、くるみん、有限会社共栄部品の従業員の笑顔 

 

 

 

◆計画期間 

平成 24 年９月 1日～平成 27年９月 30日 

（３年１ヶ月） 

 

◆目  標 

１．配偶者出産時に取得できる休暇制度を導入 
する。 

２．計画期間内に男性及び女性の社員が育児休

業を取得する。 

３．年次有給休暇の多様な取得制度を導入する。 

 

◆対  策 

１．社内規定を改定する。 

２． 育児休業制度（男性も含む。）の周知を行う。 

３．半日単位及び時間単位の年次有給休暇が取

得できるよう社内規定を改定する。 

 

 

 

◆行動計画の目標を達成した。 

 

◆就業規則に配偶者出産休暇制度を規定した。 

 

◆計画期間中、４人男性社員と３人の女性社員が育

児休業を取得した。 

 

◆就業規則の改定と労使協定により時間単位でも

半日でも年次有給休暇の取得ができるようにし

た。 

 

◆翌年度への繰り越しができずに消滅する年次有

給休暇を、２０日を限度として、疾病・介護等に

取得ができるようにした。 

取組の状況 行動計画の内容 

行動計画期間中の男性の育児休業取得状況 

育児休業・・・４名 

行動計画期間中の女性の育児休業取得率 

１００% (休業取得者／出産者) 

 

認定日 平成 28 年４月 28 日 
 

☆☆受受賞賞ののココメメンントト  

少少子子高高齢齢化化がが進進むむ現現代代、、社社員員がが仕仕事事とと子子育育ててをを両両

立立でできき、、働働きき易易いい環環境境をを図図るる為為にに活活動動にに取取りり組組みみ

ままししたた。。  

ままだだままだだ不不十十分分なな職職場場環環境境でですすがが、、今今回回のの認認定定をを

機機にに更更ななるる改改善善にに努努力力ししてていいききたたいいとと思思いいまますす。。  

☆☆くくるるみみんんのの活活用用状状況況  

本本社社玄玄関関にに認認定定証証をを掲掲示示、、子子育育てて支支援援企企業業ででああるる

ここととををアアピピーールルししてていいまますす。。認認定定間間ももなないいののでで具具

体体的的なな活活用用ははししてていいまませせんんがが、、今今後後、、採採用用活活動動等等

ででアアピピーールル材材料料ととししてて活活用用をを検検討討ししてておおりりまますす。。  

 



行動計画の内容・取組状況 

 

 

計画期間   平成 23年 4月 1日～平成 28年 3月 31日（5年・第 1期目） 

 

目 標 

１．所定外労働の削減のための措置の実施 

２．年次有給休暇の取得の促進 

 

対 策 

１． ○所定外労働の削減のための措置 

・定時退庫日の実施 

２． ○年次有給休暇の取得の促進のための措置 

・連続休暇の取得の徹底 

・記念日（誕生日・結婚記念日）における年次有給休暇の取得の促進 

 

実 績 

１．下記①～②の実施により所定外労働の削減のための措置を実施した。 

①定時退庫日の実施 

当初は月２回とし、その後月３回に増やして実施した。 

②指示の徹底 

衛生委員会委員長名で定時退庫日の定時退勤を指示する文書を各部署あて発出したほか、各部

署の定時退庫日の事前計画及び実施結果を報告させて指示を徹底した。 

 

 

２．下記①～②の実施により年次有給休暇の取得の促進のための措置を実施した。 

①連続休暇の取得の徹底 

５営業日の連続休暇の取得を促す企業内文書を継続的に発信した。 

連続休暇の取得が確実に行えるよう各部・店舗ごとの事前の計画表を職員の希望を確認の上、 

作成した。 

②記念日（誕生日・結婚記念日）における年次有給休暇の取得の促進 

②毎月１回、当該月に誕生日がある職員の氏名等と休暇取得を促す企業内文書を継続的に発信し

た。その結果、実施前より 34人取得者が増加した。 

 

 

行動計画中の育児休業等の取得状況 

◎ 男性の看護休暇の取得・・・・・１人 

◎ 女性の育児休業の取得・・・・・１３３％（休業取得者／出産者）※ 

                 ※計画期間前に出産し休業取得した者の関係で１００％を超えます。 

鳥取信用金庫 
所 在 地：鳥取市 

業 種：金融業 

労働者数：２４０人（平成 28年 4月 28日現在） 
認定日 平成 28年 6月 2日 

 
 
 
 
 
 



資料１ 

行動計画の内容・取組状況 

 

 

計画期間   平成 23年８月 1日～平成 28年７月 31日（5年・第３期目） 

 

目 標 

１．①育児休業等に関する法律や法人規定の内容の全職員への周知 

  ②計画期間中の男性職員１名以上の育児休業取得 

２．年次有給休暇の取得の促進の為の周知 

 

対 策 

１． ①育児休業等に関する規定等に関するパンフレットの作成及び配布 

②男性職員が育児休業を取得しやすくなる職場環境づくり 

２． ①年次有給休暇制度の周知 

②年次有給休暇の取得状況の分析 

③年次有給休暇取得について各施設長の関心を高めること 

 

取組状況 

１．①育児休業等に関する規定を整理したパンフレットを作成し、職員に掲示及び配布した。 

  ②育児休業等に関する法律や制度について社内 LAN により全職員に周知した。 

  ③育児休業等に関する規定を含む就業規則等をまとめた職員必携を作成し全職員に配布した。 

  ④上記①から③により、男性職員が育児休業を取得しやすくなる職場環境づくりに取り組んだ。 

 

２．①就業規則を全職員に配布し、年次有給休暇制度を周知した。 

  ②施設ごとに過去 3年間の年次有給休暇取得状況をまとめ、その結果を各施設長に一覧表にして 

フィードバックした。 

  ③年次有給休暇取得状況を施設長会で検討し、取得率が高い施設が取り組んでいる誕生月に年次有

給休暇を取得する「誕生日休暇」を法人全体で実施すること、年次有給休暇取得を促進すること

を施設長会で決定した。 

  ④「誕生日休暇」の法人全体での実施は平成 28年４月からであるが、今期の行動計画終了までに 

９９名が取得した。 

 

行動計画中の育児休業等の取得状況 

◎ 男性の育児休業の取得・・・・・３人 

◎ 女性の育児休業の取得・・・・・９７．３％（休業取得者／出産者） 

社会福祉法人あすなろ会 
所 在 地：鳥取市 

業 種：医療,福祉業 

労働者数：９９８人（平成 28年８月 30日現在） 
認定日 平成 28年 10 月 7日 

 
 
 
 
 
 



資料１ 

行動計画の内容・取組状況 

 

 

計画期間   

 

 平成 23年９月３日～平成 28年９月２日（５年・第３期目） 

 

目標・対策 

 

１．男性の育児休業取得を促進するための措置の実施 

   育児休業を取得しやすい勤務体制づくり 

２．三歳以上の子を養育する労働者に対する短時間勤務制度の実施 

   育児休業規程の改正 

３．育児休業制度・育児休業給付・産前産後休業など諸制度の周知 

   諸制度を周知するためのパンフレット等の作成と回覧・掲示による周知 

４．所定外労働の削減のための措置の実施 

   ノー残業デーの実施 

５．①地域の子どもの交通安全教室の実施 

  ②若年者に対するインターンシップ等の職業体験機会の提供ほか 

 

取組状況 

 

１．育児休業取得前に取得予定者の業務の棚卸しを行い、休業中の業務分担と引継ぎ者を決めるなど休

業中の業務がスムーズに行えるよう取組んだ。計画期間中、男性社員８名が育児休業を取得した。 

２．育児休業規程を改正し、三歳以上の子を養育する労働者に対する短時間勤務制度を導入、実施した。 

３．育児休業制度・育児休業給付・産前産後休暇などの諸制度をわかりやすくしたマニュアルを作成し

て社員に周知した。 

４．毎週土曜日をノー残業デーに設定してノー残業を実施するとともに、家族団らんを持つよう心がけ

ること及び家事・育児に参加するよう呼びかけた。 

５．①保育園児を対象に交通安全教育を実施した。 

  ②中学生を受け入れ職場体験学習を実施した。 

 

行動計画中の育児休業等の取得状況 

 

◎ 男性の育児休業の取得・・・・・８人 

◎ 女性の育児休業の取得・・・・・１００％（休業取得者／出産者） 

株式会社鳥取県倉吉自動車学校 
所 在 地：東伯郡 

業 種：教育，学習支援業 

労働者数：42 人（平成 28年 11月 28日現在） 
認定日 平成 29年 1月６ 日 

 
 
 
 
 
 





 

行動計画の内容・取組状況 

 

 

計画期間   平成 28年 10 月１日～平成 31 年３月 31 日（２年６月・第１期目） 

 

目  標 

１．妊娠中や産休・育休復帰後の女性社員のための相談窓口を設置する。 

  また、産前産後休業や育児休業、育児休業給付、育休中の社会保険料免除など制度の周知や 

情報提供を行う。（介護休業を利用する職員についても同様とする。） 

 

２．育児短時間勤務を利用する職員の就業時間 9時から 16時までの定めを廃止し、勤務時間 6時 

間までを限度とし、本人が希望する時間帯での短時間勤務を認める。 

 

 ３．日頃の業務の見直しなど各管理職が中心となって推進し、所定外労働の軽減や有給休暇取得の 

向上に努める。 

 

取組状況 

１．  本部に相談窓口を一元化して設置するとともに、キャリアコンサルティング会社と契約。内部相

談窓口・外部相談窓口の何れにも相談することができる相談窓口を設置した。 

社員から妊娠の報告を受けた都度、産前・産後・育児休業中及び育休復帰時の社会保険制度等に

ついて、情報提供した。 

２．  育児短時間勤務を、所定労働時間を 6時間と 7時間から選択できるようにするとともに、本人が

希望する就業時間で弾力的に活用できるよう就業規則を変更した。 

３．  管理職が中心となり、所定外労働の軽減や有給取得促進のため、実績を各部署に配布・回覧し、

業務量や業務内容を見直すとともに、管理職が会議等で職員に有給取得を推奨した。 

変形労働時間制を導入し、所定外労働の軽減に努めた。 

 

実 績 

◎行動計画の目標を達成。 

１．計画期間内に育児休業取得した女性社員 7 名に、妊娠・出産に関する情報提供をした。 

２．育休復帰した職員 1 名が、希望に沿った就業時間等で育児短時間勤務を行った。 

３．平成 30 年度の有給休暇の取得率が、平成 29 年度と比較して０．４２％ 上昇した。 

       

社会福祉法人青谷福祉会 
所 在 地：鳥取市 

業 種：医療，福祉業 

労働者数：１２９人（令和２年２月１日現在） 

 
認定日 令和２年１月 28 日
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